
 

 

 

 

 

 
 

古今伝授の里やまとの親子 短歌に親しむ  
古今伝授の里やまとの子たちは、年間を通して短歌学習に取り組んでい

ます。１２月と１月、今年度２回目の「短歌教室」として、郡上市在住の 

清水春美先生、河尻裕美子先生を講師として短歌の作り方、おもしろさに

ついて教えてもらいました。 
 

【講師の先生の児童への声かけより】 
「“うれしかった”“たのしかった”などを使わずに、その気持ちを表現してみましょう。」 
「誰もが見たことがあるようなことじゃなくて、その時のあなたしか気付いていない   
ものの見方こそ、あなたにしか詠えない素敵な短歌につながるのよ。」 

 

児童は、自分が心を動かされた場面、そのひと時を、言葉で紡ぎ、短歌に
して、先生たちに見てもらい、褒めていただいたり、アドバイスをいただいたり
して改善していました。 
短歌は、その人が心を動かされた瞬間、そのひと時を三十一文字（みそひともじ）の言葉で留めることができま

す。現代では、多くの人がスマホで写真を撮ったり、インスタグラムにあげたりすると思いますが、昔の人たちは短歌
によってその時の心の動きを留めたり、人に伝えたりしてきたのかもしれませんね。 
今回は、例年以上の多数の保護者の皆様から「保護者の部」「ペア短歌の部」に応募いただき、親子で短歌に親

しんでいただきました。ご協力ありがとうございました。短歌に親しむことは、きっと世界の見方を深め、人生を豊かに
することにつながります。“古今伝授の里やまと”のすばらしい文化として大切にしていきたいものです。 

 

～大和北小学校 最後となる「夢短歌大会」入選作品 紹介～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大和北小だより 

Ｒ６．１．２９ 

【
選
評
】
「初
詣
で
神
様
に
お
参
り
し
て
い
る
場
面

の
ひ
と
こ
ま
が
う
ま
く
切
り
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
カ
ラ
ン
カ
ラ
ン
」
と
い
う
音
の
響
き
が
一
首
に
明
る

い
響
き
を
創
り
だ
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
お
願
い
を

し
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
お
参
り
を
し
て
い
る
え
れ
な

さ
ん
の
姿
が
浮
か
び
、
い
ろ
い
ろ
と
想
像
を
ふ
く
ら

ま
せ
て
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
新
年
に
ふ
さ
わ
し

い
一
首
に
な
って
い
ま
す
。 

が
ん
ば
る
ぞ 

す
も
う
の
れ
ん
し
ゅ
う
だ
い
す
き
だ 

し
ょ
う
ら
い
の
ゆ
め 

よ
こ
づ
な
に
な
る  

二
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竜
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ゆ
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見
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学
校
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行
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ゆ
め
だ
っ
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し
ゅ
く
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わ
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う
な
さ
れ
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い
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三
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流
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女
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の
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ア
マ
ゴ
た
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負
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四
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佐
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成
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手
ぶ
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ろ
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か
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れ
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ぼ
し
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こ
ま
る
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や
っ
と
み
つ
か
り 

わ
た
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の
勝
ち
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五
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森
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莉
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ふ
ゆ
休
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か
ま
く
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づ
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た
の
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大
き
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ま
く
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一
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神
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だ
け
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る
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屋
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あ
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て
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【
選
評
】 

弟
さ
ん
が
誕
生
し
て
「
お
兄
ち
ゃ
ん
」
に
な

っ
た
子
へ
の
愛
情
に
満
ち
溢
れ
た
一
首
。
家
族
の
温
か

さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
「
小
さ
な
父
」
を
優
し
く
包

ん
で
お
ら
れ
る
「
大
き
な
父
」
に
拍
手
を
送
り
た
い
と

思
い
ま
す
。 

洗
車
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あ
れ
も
や
っ
て
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嫁
あ
お
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ノ
ル
マ
四
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焦
る
年
の
瀬  

 

清
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族
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だ
っ
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き
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君
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小
さ
な
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だ  
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新
年
へ 

早
速
咲
い
た
ね 

満
開
の
笑
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重
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梨
花
さ
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ふ
と
気
づ
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同
じ
サ
イ
ズ
の 

靴
並
べ  

新
た
な
一
歩 

今
日
も
見
守
る 

 
    

尾
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宏
美
さ
ん 

「夢
短
歌
大
会
」選
評 
 

～
短
歌
講
師 

及
び 

選
者 

清
水
春
美 

先
生
よ
り
～ 

み
な
さ
ん
の
心
の
こ
も
った
短
歌
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
回
は
全
校
の
皆
さ
ん
の
短
歌
に
加
え
て
、
保
護
者
の
方
の
独
詠
が
二
十
八
首
、
ペ
ア
短
歌
が
五
十
三

組
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
以
上
に
ペ
ア
短
歌
が
多
か
った
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

短
歌
は
心
を
映
す
鏡
で
す
。
自
分
自
身
の
心
と
話
を
し
な
が
ら
短
歌
を
創
って
い
って
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
言
葉
を
磨
く
道
の
一
つ
に
も
な
り
ま
す
か
ら
、
言
葉
を
選
ん
で
心
を
伝
え
る
短
歌
に
こ
れ
か
ら

も
親
し
ん
で
い
って
く
だ
さ
い
。 

児
童
の
部 

保
護
者
の
部 

児童は、講師の先生と対話しながら 
言葉を見つけ、選び、自分の短歌をつくります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  郡上の子 雪山に親しむ  
１月１９日（金）大和北小学校としての最後のスキー教室を実施しました。すばらしい好天に恵まれ、奥美濃の名

山大日ケ岳を眺めながら４・５・６年生の児童がスキーを楽しみました。感想をたずねると「楽しかった。」「上達でき
てうれしかった。」「また行きたい。」という嬉しい声が聞こえてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郡上で生まれ育った子どもたちに、ぜひ、スキーやスノーボードの楽しさを
知ってほしい。雪山の美しさや素晴らしさを知っていてほしい。そんな願いをも
って、「ふるさとの宝物を知る“郡上学”」としてスキー教室を行っています。 
毎年、このスキー教室を実施することができるのは、スキーのおもしろさや

雪山の魅力を知る地域の人たちのおかげです。そんな人たちに出会い、スキ
ーを体験し、自分の成長を感じることができたことは、子どもたちにとって素晴
らしい経験、学びです。講師としてお世話になった学校支援サポーターの皆さ
ん、保護者ボランティアの皆さん、そして「ひるがの高原スキー場」の山田文雄
さんをはじめスタッフの皆さん、本当にありがとうございました。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

夢や目標に向かってがんばる北っ子 

【剣道】郡上市剣道連盟主催少年剣道錬成大会 
（団体戦）「小学生高学年の部」第３位大和剣少 Bチーム 

（６年） 野 莉子（５年）小野木咲心 
（団体戦）「小学生 低学年の部」第３位大和剣少チーム 

（４年）日置絢斗、水向翔乃助 （３年）加藤 煌琉、佐藤 翔徠 
（個人戦）「小学 3年生以下男子の部」優勝（３年）佐藤 翔徠   

「小学６年生女子の部」準優勝（６年）古田 紗羽 
「小学５年生男子の部」準優勝（５年）佐藤 玖龍 
「小学４年生男子の部」準優勝（４年）水向 翔乃助 

（基本試合個人戦）「小学 2年生以上の部」優秀賞（4年）古田 千彩 
「小学 1年生以下の部」優秀賞（1年）古田 晄大朗 

（個人戦）「小学５年生女子の部」優勝（５年）小野木 咲心  
「小学６年生女子の部」第３位（６年）森前 心路、 野 莉子 

【ビームライフル】郡上ビームライフルジュニアクラブ冬季大会 
（枕撃ち）「小学生の部」第３位（３年）大橋 亮太朗 

【サッカー】第１３回越前美濃街道少年サッカー大会 第３位 大和ジュニアサッカークラブ 
（６年）遠藤 大和、尾関 颯太郎、佐藤 白琉、 

田代 朔都、林 咲希、山本 雄大 
【サッカー】２０２３JA全農杯小学生選抜サッカーIN岐阜県大会中濃地区予選 

フェアープレー賞 大和ジュニアサッカークラブ 
（５年）池田 大空、池田 大來、稲葉 美夢、森山 広翔 
（４年）佐藤 成夏、林 佑衣夏 
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お世話になった講師の皆さん 

～雪山の魅力を知る人たち～ 

【
選
評
】 

母
子
で
に
ら
め
っ
こ
・
・
な
ん
て
微
笑
ま
し
い

情
景
で
し
ょ
う
。
二
人
と
も
笑
い
出
し
て
し
ま
った
時

の
そ
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。
「マ
マ
は
笑
顔

が
一
番
似
合
う
」
に
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。
「
笑
い
上

戸
は
愛
さ
れ
上
手
」
、
と
って
も
い
い
言
葉
で
す
ね
。
せ

わ
し
い
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
ほ
っ
と
心
温
ま
る
短

歌
で
す
。 
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笑
い
上
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さ
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上
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髙
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あ
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は
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っ
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好
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マ
マ
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笑
顔
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一
番
似
合
う  

四
年 
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ド
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ャ
イ
っ
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し
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て
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か
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お
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の
む
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い
こ
う
だ
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お
母
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し
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小
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水
村 

仁
美 

(

母) 

（児童のお礼の手紙より） 
ぼくは、先生に教えてもらって何
回も曲がれるようになったし、一番
高いところからすべれるようになりま
した。本当にありがとうございまし
た。ぼくは前からすべれていたけど、
先生に教えられてもっともっとうまく
なった気がします。また今年の冬に
スキーをやりたいし、今度は高いとこ
ろから転ばずにすべりたいです。ほ
んとうにありがとうございました。 

ペ
ア
短
歌
の
部 

子ども育みパートナー 山田松幸さん 
「岐阜県地域こども支援賞」を受賞されました。 

 

２０年以上にわたり、大和北小学校の児童の 
「田んぼの先生」として「米作り」に関わる学習の支援をし

てきていただいたことに対して、このたび、岐阜県より授与さ
れました。１２月２６日「修了式」の日に、全校で、お礼の意味
を込めてお祝いしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
おめでとうございます。そして ありがとうございます。 

心あたたまる 

素敵なペア短歌です。 
ありがとうございました！ 

入選された方々には、 

２月１６日（金）授業参観の
際に、校長より賞状を授与
させていただきます。 


